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微生物は様々 な作用を及ぼし合い 微生物生態系を形成している（と考えられて い る）。 また 、 微生物生態 系は周 辺環境か

らも強い影響を受け、同時に周辺環境に も影響を及ぼして い る 。
こ の 様 に撹乱のある状況下で、ある微生物群集構造が形

成される（自己組織 化）が、その 群集構造は必ずしも安定で はなく別 の 群集構造へ と変化（群集構造 の 変遷）する。こ れら生

態系の 構成要素であるそれぞれの 微生物群集の ダイナミッ クな動態によっ て 生態系 の 安定性が維持されて いる（動的 平 衡

機構）、とイメージするこ とは難くない 。 しか し、この様な微生物生態系の 自己組織化や動 的平衡機構 には、どのような法則

が秘められ て い るの だろうか。あるい はどの ような視点に立 っ て、微生物生態系を理解して い けば良い の だろうか。そ こで、

本シンポジウム のイン トロ および問題提起として連続集積培養系を用 い た研究を紹介する 。

モ デル 微生物生態系として、土壌を接種源、フェ ノ
ー

ル を唯
一

の 炭素源 とした連続集積培養系を構築した 。 この リア クター

生態系の フ ェ ノ
ー

ル に対する動力学的パラメーターは、フ ェ ノール に対して 「中親和性 および高耐性」から「低親和性および

低耐性」へ と揺らぎなが ら収 束し 、 同時に 、優占微生物群 集構造 の 変遷 が確認 された 。 経時的 に リア クターか ら分 離された

菌株を系統解析すると、属レベ ル で の 変遷 と共 に種レベ ル で の 変遷も生じて い た。また、長期 間運転の リア クターか らは フ

ェ ノ
ー

ル 資化能を持たない 菌株も分離された。興味深 い 点は、初期の 優占種が己 の 優 位性を保て な い こ とと同時に少数派

の 微生物群が優 占種へ と遷移するこ と、 そして 、シス テ ム 全体 の 機 能、すなわちフ ェ ノール を起点とする物質 フロ
ー

は 正 常

に維持されて い る点である。

そこ で 、この リア クタ
ー

生態系における微生物生態系成立機構を理解するため 、まず、リア クタ
ー

由来 の 分離菌株を用 い

た 二 菌株あるい は 三 菌株混合連続培養系を構築 し動態解 析を実施 した。もちろん 、分離菌株に よる混合培養系から土壌 リ

ア クタ
ー

生態 系 へ 迫る還 元論的研究手法では複雑な系の 断面 しか 見られない もの の 、興味深 い 結 果も得られ た 。 すなわち

第 1 点として は、微生物群集の 変遷は必ずしも生 じるもの で はない こ と、また、ノ 値に 基づく優占化理論による推定結果と

一
致する場合 とそうで ない 場合があること 。 第 2 点として は、こ れ らの 培養系 に おける微生物群の 挙動は、微生物群集の

変遷が優占化理論 に従 うあるい は従 わない に関わらず、増殖に 及ぼす微生物群集間の 相互作 用からある程度解釈 で きる

こと。第 3 点として は、土壌由来の リア クタ
ー

生態系 で 生 じた優 占微生物群集の変遷を再現できた混合培養系におい て シ

ス テ ム 全体として の 機能が破綻する場合があるこ と、である 。 これらの 結果から、微 生物群集間 の 相互 作用 に よる群集構

造の 変化と代謝フローの 変化が同時に 進行し、その 変化 に 対 応する（こ れまで少数派の ）微生物群が優 占化する、とい う変

化を繰 り返し行 っ て い ると考えてい い の だろうか 。

この 様な、微生物個体 群間 の 相互作用 に よる変化 がシス テ ム 全体に 及 ぼ し、それが個体群に 新しい 変化を与えるとい う

変化 の 連続性を、どの ように捉え て い け ば良い の か 。 研究手法やもの の 見方を含 め て 討議した い 。
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